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在宅高齢者にケアを行った訪問看護師で、2011 年 9 ～10 月に郵送での自記式質問紙調査を実施した。
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を除く 44 都道府県における 3,466 か所（2011 年
3 月時点の全国訪問看護事業協会正会員事業所；
全国訪問看護事業協会ホームページ公開）から






















訪問日の時点）である。また、調査は 2011 年 9





























が最も多く 149 人（53.0％）で、次いで 50 ～59
歳が 69 人（24.6％）、30 ～39 歳が 54 人（19.2％）、




は、20 ～24 年が 84 人（29.9 ％）、15 ～19 年が




が 105 人（37.4％）で最も多く、次いで 10 ～14
年が 80 人（28.5％）、2～4 年が 74 人（26.3％）、




57 人（20.3％）、中部地方 48 人（17.1％）、九州・
沖縄地方 35 人（12.5％）、中国・四国地方 30 人
（10.7％）、北海道地方 16 人（5.7％）、東北地方 5
人（1.8％）であった。また、開設主体は、医療
法人が 105 人（37.4％）、次いで社団・財団法人
56 人（19.9％）、営利法人 52 人（18.5％）、社会
福祉法人 31 人（11.0％）、協同組合 13 人（4.6％）、
国・地方公共団体 7人（2.5％）、特定非営利活動





点）は、80 ～89 歳が最も多く 126 人（44.8％）、
次いで 70 ～79 歳 84 人（29.9％）、90 歳以上が
41人（14.6％）、60～69歳が30人（10.7％）であっ
た。80 歳以上は全体の 59.4％（167 人）であった。
性別は、女性 186 人（66.2％）、男性 95 人（33.8％）
表 1　浮腫のある在宅高齢者の属性 n＝281
年　齢（最終訪問日の時点）
60 ～69 歳 70 ～79 歳 80 ～89 歳 90 歳以上  
30（10.7） 084（29.9） 126（44.8） 41（14.6）  
性　別
男　性 女　性  
95（33.8） 186（66.2）  
主な疾患（最終訪問日の時点，複数回答）
悪性新生物 長期慢性疾患 老　衰 そ の 他  
98（34.9） 143（50.9） 024（08.5） 55（19.6）  
病　期（最終訪問日の時点）
急性増悪期 回 復 期 維 持 期 終 末 期
その他
（緩徐に増悪，慢性期）


























120 人（42.7％）、罨法 63 人（22.4％）、圧迫する


































改善傾向 不　変 一進一退 悪化傾向 その他







リ ハ ビ リ
テーション
体位の調整 圧迫する 圧迫を緩める その他
233（82.9） 063（22.4） 120（42.7） 153（54.4） 035（12.5） 031（11.0） 054（19.2）
浮腫に対するケアの通算提
供期間
1 か月未満 1 ～2 か月 3 ～5 か月 6 ～8 か月 9 ～11 か月 1 年
その他
（2 ～4 年 19 人，
5 年以上 5 人）








合併症の予防 現状維持 悪化の防止 その他
174（61.9） 092（32.7） 119（42.3） 058（20.6） 197（70.1） 011（03.9）
看護実践による結果
（最終訪問日の時点）
改善傾向 不　変 悪化傾向 結果評価不可 その他














p 注 1）全　身 局　所
全　体 022（100.0） 259（100.0） 281（100.0）
年　齢
（最終訪問日の時点）
60 ～69 歳 005（022.7） 025（009.7） 030（010.7）
n.s.
70 ～79 歳 002（009.1） 082（031.7） 084（029.9）
80 ～89 歳 011（050.0） 115（044.4） 126（044.8）
90 歳以上 004（018.2） 037（014.3） 041（014.6）
性　別
男　性 007（031.8） 088（034.0） 095（033.8）
n.s.女　性 015（068.2） 171（066.0） 186（066.2）
主な疾患
（最終訪問日の時点，複数回答）
悪性新生物 016（072.7） 082（031.7） 098（034.9）
＊＊
3.8 － 3.8
長期慢性疾患 005（022.7） 138（053.3） 143（050.9）
－ 2.6 2.6
老　衰 001（004.5） 023（008.9） 024（008.5）
－ .7 .7
その他 003（013.6） 052（020.1） 055（019.6）
－ .7 .7
複数回答の計 025（113.6） 295（113.9） 320（113.9）
病　期
（最終訪問日の時点）
急性増悪期 001（004.5） 006（002.3） 007（002.5）
＊＊＊
.6 － .6
回復期 000（000.0） 004（001.5） 004（001.4）
－ .6 .6
維持期 003（013.6） 184（071.0） 187（066.5）
－ 5.5 5.5
終末期 018（081.8） 063（024.3） 081（028.8）
5.7 － 5.7
その他 000（000.0） 002（000.8） 002（000.7）
－ .4 .4
浮腫の全般的な経過
改善傾向 002（009.1） 040（015.4） 042（014.9）
n.s.
不　変 003（013.6） 053（020.5） 056（019.9）
一進一退 012（054.5） 132（051.0） 144（051.2）
悪化傾向 005（022.7） 032（012.4） 037（013.2）




マッサージ 016（072.7） 217（083.8） 233（082.9）
＊
－ .7 .7
罨　法 004（018.2） 059（022.8） 063（022.4）
－ .5 .5
リハビリテーション 006（027.3） 114（040.0） 120（042.7）
－ 1.3 1.3
体位の調整 016（072.7） 137（052.9） 153（054.4）
1.4 － 1.4
圧迫する 001（004.5） 034（013.1） 035（012.5）
－ 1.1 1.1
圧迫を緩める 007（031.8） 024（009.3） 031（011.0）
3.1 － 3.1
その他 004（018.2） 050（019.3） 054（019.2）
－ .1 .1
複数回答の計 054（245.5） 635（245.2） 689（245.2）
浮腫に対するケアの通算提供期間
1 か月未満 004（018.2） 062（023.9） 066（023.5）
n.s.
1 ～2 か月 007（031.8） 059（022.8） 066（023.5）
3 ～5 か月 004（018.2） 029（011.2） 033（011.7）
6 ～8 か月 002（009.1） 019（007.3） 021（007.5）
9 ～11 か月 003（013.6） 012（004.6） 015（005.3）
1 年 002（009.1） 054（020.8） 056（019.9）
その他 000（000.0） 024（009.3） 024（008.5）
浮腫に対する看護の目標
（最終訪問日の時点，複数回答）注 2）
身体的な苦痛緩和 016（072.7） 158（061.0） 174（061.9）
n.s.
精神的な緩和 012（054.5） 080（030.9） 092（032.7）
合併症の予防 009（040.9） 110（042.5） 119（042.3）
現状維持 008（036.4） 050（019.3） 058（020.6）
悪化の防止 014（063.6） 183（070.7） 197（070.1）
その他 000（000.0） 011（004.2） 011（003.9）
複数回答の計 059（268.2） 592（228.6） 651（231.7）

















































看護ステーション数は 5,119 事業所 12）であり、
本調査のデータが得られた訪問看護事業所数は
281 事業所であった。さらに、平成 22 年の訪問
看護ステーション利用者全体（介護保険法と健康












































p 注 1）改善傾向 不　　変 悪化傾向 結果評価不可 その他
全　　体 94（100.0） 137（100.0） 19（100.0） 20（100.0） 11（100.0） 281（100.0）
年　齢
（最終訪問日の時点）
60 ～69 歳 7（007.4） 15（010.9） 2（010.5） 3（015.0） 3（027.3） 30（010.7）
n.s.
70 ～79 歳 28（029.8） 43（031.4） 6（031.6） 6（030.0） 1（009.1） 84（029.9）
80 ～89 歳 49（052.1） 56（040.9） 7（036.8） 8（040.0） 6（054.5） 126（044.8）
90 歳以上 10（010.6） 23（016.8） 4（021.1） 3（015.0） 1（009.1） 41（014.6）
性　別
男　性 29（030.9） 43（031.4） 5（026.3） 11（055.0） 7（063.6） 95（033.8）
＊
－ .7 － .8 － .7 2.1 2.1
女　性 65（069.1） 94（068.6） 14（073.7） 9（045.0） 4（036.4） 186（066.2）
.7 .8 .7 － 2.1 － 2.1
主な疾患
（最終訪問日の時点，複数回答）
悪性新生物 27（023.7） 46（033.6） 12（063.2） 10（050.0） 3（027.3） 98（034.9）
＊
－ 2.0 － .4 3.2 1.9 － .4
長期慢性疾患 51（044.7） 73（053.3） 7（036.8） 6（030.0） 6（054.5） 143（050.9）
.0 .8 － .7 － 1.4 .4
老　衰 7（006.1） 14（010.2） 0（000.0） 1（005.0） 2（018.2） 24（008.5）
－ .7 1.0 － 1.3 － .4 1.2
その他 29（025.4） 22（016.1） 0（000.0） 3（015.0） 1（009.1） 55（019.6）
2.9 － 1.4 － 2.0 － .3 － .8
複数回答の計 114（121.3） 155（113.1） 19（100.0） 20（100.0） 12（109.1） 320（113.9）
病　期
（最終訪問日の時点）
急性増悪期 2（002.1） 1（000.7） 2（010.5） 1（005.0） 1（009.1） 7（002.5）
＊＊＊
－ .3 － 1.8 2.3 .7 1.4
回復期 3（003.2） 1（000.7） 0（000.0） 0（000.0） 0（000.0） 4（001.4）
1.8 － 1.0 － .5 － .6 － .4
維持期 73（077.7） 97（070.8） 4（021.1） 7（035.0） 6（054.5） 187（066.5）
2.8 1.5 － 4.4 － 3.1 － .9
終末期 15（016.0） 37（027.0） 13（068.4） 12（060.0） 4（036.4） 81（028.8）
－ 3.4 － .7 3.9 3.2 .6
その他 1（001.1） 1（000.7） 0（000.0） 0（000.0） 0（000.0） 2（000.7）
.5 .0 － .4 － .4 － .3
浮腫部位
全　身 2（002.1） 13（009.5） 4（021.1） 3（015.0） 0（000.0） 22（007.8）
＊
－ 2.5 1.0 2.2 1.2 － 1.0
局　所 92（097.9） 124（090.5） 15（078.9） 17（085.0） 11（100.0） 259（092.2）
2.5 － 1.0 － 2.2 － 1.2 1.0
浮腫の全般的な経過
改善傾向 40（042.6） 2（001.5） 0（000.0） 0（000.0） 0（000.0） 42（014.9）
＊＊＊
9.2 － 6.2 － 1.9 － 1.9 － 1.4
不　変 6（006.4） 41（029.9） 0（000.0） 7（035.0） 2（018.2） 56（019.9）
－ 4.0 4.1 － 2.3 1.8 － .1
一進一退 44（046.8） 82（059.9） 6（031.6） 8（040.0） 4（036.4） 144（051.2）
－ 1.1 2.8 － 1.8 － 1.0 － 1.0
悪化傾向 4（004.3） 10（007.3） 13（068.4） 5（025.0） 5（045.5） 37（013.2）
－ 3.1 － 2.8 7.4 1.6 3.2
その他 0（000.0） 2（001.5） 0（000.0） 0（000.0） 0（000.0） 2（000.7）




マッサージ 85（090.4） 114（083.2） 13（068.4） 13（065.0） 8（072.7） 233（082.9）
n.s.
罨　法 25（026.6） 29（021.2） 3（015.8） 3（015.0） 3（027.3） 63（022.4）
リハビリテーション 48（051.1） 57（041.6） 7（036.8） 4（020.0） 4（036.4） 120（042.7）
体位の調整 55（058.5） 70（051.1） 13（068.4） 10（050.0） 5（045.5） 153（054.4）
圧迫する 17（018.1） 13（009.5） 4（021.1） 1（005.0） 0（000.0） 35（012.5）
圧迫を緩める 10（010.6） 14（010.2） 3（015.8） 4（020.0） 0（000.0） 31（011.0）
その他 20（021.3） 20（014.6） 4（021.1） 7（035.0） 3（027.3） 54（019.2）
複数回答の計 260（276.6） 317（231.4） 47（247.4） 42（210.0） 23（209.1） 689（245.2）
浮腫に対するケアの通算提供期間
1 か月未満 22（023.4） 26（019.0） 6（031.6） 9（045.0） 3（027.3） 66（023.5）
n.s.
1 ～2 か月 25（026.6） 29（021.2） 4（021.1） 6（030.0） 2（018.2） 66（023.5）
3 ～5 か月 12（012.8） 17（012.4） 3（015.8） 1（005.0） 0（000.0） 33（011.7）
6 ～8 か月 6（006.4） 12（008.8） 1（005.3） 1（005.0） 1（009.1） 21（007.5）
9 ～11 か月 6（006.4） 8（005.8） 0（000.0） 1（005.0） 0（000.0） 15（005.3）
1 年 19（020.2） 31（022.6） 3（015.8） 1（005.0） 2（018.2） 56（019.9）
その他 4（004.3） 14（010.2） 2（010.5） 1（005.0） 3（027.3） 24（008.5）
浮腫に対する看護の目標
（最終訪問日の時点，複数回答）注 2）
身体的な苦痛緩和 57（060.6） 83（060.6） 14（073.7） 14（070.0） 6（054.5） 174（061.9）
n.s.
精神的な緩和 32（034.0） 39（028.5） 9（047.4） 8（040.0） 4（036.4） 92（032.7）
合併症の予防 40（042.6） 63（046.0） 8（042.1） 5（025.0） 3（027.3） 119（042.3）
現状維持 14（014.9） 35（025.5） 3（015.8） 4（020.0） 2（018.2） 58（020.6）
悪化の防止 73（077.7） 92（067.2） 13（068.4） 13（065.0） 6（054.5） 197（070.1）
その他 5（005.3） 4（002.9） 0（000.0） 2（010.0） 0（000.0） 11（003.9）
複数回答の計 221（235.1） 316（230.7） 47（247.4） 46（230.0） 21（190.9） 651（231.7）
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